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企 画 展

収蔵品展

2月11日木～3月31日水

「令和2年度　新収蔵品展」

4月9日木～6月14日日

「吉野石膏コレクション　近代日本絵画名作展（第1期）」
11月19日木～11月29日日

「市指定文化財収蔵品展」
4月1日水～4月5日日

「令和元年度　新収蔵品展」

体験美術館

イベント

1月5日火～2月7日日
「吉野石膏コレクション　近代日本絵画名作展（第2期）」

●=休館日　■=展示替え休館　■■■■■=各企画展 開催期間　•──•=各収蔵品展 開催期間

春の院展は公益財団法人日本美術院が公募する展覧会
です。天童市美術館では２年に１回開催する展覧会で、多
くの美術愛好家が訪れる伝統ある展覧会です。

日本美術院同人サイン会　6月19日(金)

「第75回　春の院展」

熊谷守一は岐阜県出身の洋画家で、今年生誕140年を
迎えます。本展では熊谷作品の見どころを紹介するコー
ナーや、熊谷とかかわった人々を作品をとおして紹介し
ます。

「生誕140年　熊谷守一展」

熊谷守一《牝猫》

佐藤助雄は山形市長町出身の彫刻家です。代々、山形仏
像を制作する家系で助雄も仏像をとおして彫刻に関心を
持ちました。日本芸術院賞を受賞するなど数々の栄誉を
受けた佐藤の作品を紹介し、画業を振り返ります。

「生誕100年記念　佐藤助雄彫刻展」

佐藤助雄《幻想曲》

日本を代表する絵本作
家五味太郎の展覧会です。
1973年にデビューして
以来、子供の目線に寄り
添った作品を数多く出版
し、多くの方々に愛され
てきました。本展では五
味太郎の絵本原画など
を展示します。

「五味太郎作品展　絵本の時間」

『がいこつさん』© Gomi Taro, 1982 『まどから　おくりもの』© Gomi Taro, 1983

開催時期により体験内容が異なります。

アイロンビーズや箱づくり、タングラム、
　　　ブロックで創作活動を楽しめます。

6/19金▶6/28日 7/2木▶8/2日 8/20木▶9/22火 9/26土▶11/15日

今年で22回目を迎える市民作品展。市内美術団体所属作家や前年度県展以上の公募展で実績のあっ
た美術家などの作品を展示・紹介します。

「第22回　市民作品展」12/2水▶12/22火

・6月19日金 … 春の院展サイン会
・8月15日土 … ナイトミュージアム
・春、秋 … ミュージアムコンサート
・11月21日土・22日日 … 
　　天童アートロードワークショップ

令和2年度に新しく収蔵された美術品を紹介します。

春の季節に合わせた作品90点程度を展示します。 天童市が指定する文化財をはじめとした作品を展示します。昨年度に引き続き、令和元年度の新収蔵品を展示します。

冬の季節に合わせた作品を90点程度展示します。
4/1水～4/5日
アイロンビーズ、箱づくり

8/6木～8/16日
アイロンビーズ、箱づくり、
タングラム・パズル

2021.2/11木～2/23火
アイロンビーズ、箱づくり、

ブロック

2021.3/19金～3/31水
アイロンビーズ、箱づくり


